青明舎　　フェイスシート

平成20年9月15日馬渡　道伸

	登　録　者
	氏　名　　　　田中　宏明　様　　　男・女　　　　昭和61年6月19日生（22歳）

	
	〒　　　住　所　八戸市北白山台4丁目15－4　　　電話　0178－23－4670

	
	病　　名
	統合失調症・発達障害
	合　併　症
	なし

	
	発症時期
	平成12年頃（14歳時）
	罹 患 期 間
	約7年

	
	入院回数
	なし
	延べ入院年数
	なし

	医療機関
	青南病院　（主治医　川端Dr）
	外来受診日
	隔週（火曜日）

	医療区分
	国保（家族）
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	5000円
	精神障害者福祉

3級

	経済状況
	年金
	申請中

	
	その他
	両親から月に10000円

	障害程度区分
	
	負担上限月額
	1,500円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	自宅

	住まいの場
	自宅

	登録年月日
	H19年4月11日
	身長
	170cm
	体重
	63kg

	最終学歴
	八戸工業高校定時制　卒業
	免許・資格
	普通自動車免許

	職　歴
	平成18年　5月～2週間　　　　　　大石産業（派遣会社）

	保　護　者
	氏名　田中　節夫　様　　　　　　　続柄　父　（同居　・否）

	利用目的

・就労についての相談場所

	入院・治療歴

・平成19年2月27日～　現在　　　　通院　　　　青南病院外来

	生活歴

むつ市にて同胞2名の第1子として出世。本人4歳頃に八戸市へ転居。八戸市の小・中学校を卒業している。中学校2年の夏から中学校3年まで不登校であった。中学生2年の頃から、外出すると誰かに見られている感じがあった。高校では同級生との会話についていけないと悩んだり、悪口を言われたことがあり、不安感をていた。高校卒業後は、派遣会社へ登録し、リサイクル工場で働いていたが、流れ作業のスピードについていけず2週間で退職。その後仕事はせず、自宅で無為に過ごしていた。この頃より幻聴が出現し、夜間覚醒することもあった。平成19年2月27日当院初診。以後当院への外来通院・服薬を継続している。

	家族構成


	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

【父】父親が看板の会社を経営している。

【母】本人が色々相談をしている。本人との関係は良好的。

【妹】妹が統合失調症であり、みかわ神経内科通院中である（青南病院通院歴あり）。妹は精神障害者通所授産施設「双柿舎」へ通所していたことがある。


	氏　名
	　田中　宏明　様
	男・女
	生年月日
	　昭和61年6月19日生（22歳）

	長期目標（中期・短期）

	【長期】就職をして、自立した生活をする。

【短期】就労に必要な基礎体力、対人関係の技術を身に付け自信へと繋げる。


	これまでの経過　前回評価（平成19年9月24日）

	前回問題点

・就労について
H19年5月7日からうみねこ幸房を見学や体験利用を経て利用を開始する。初めはパッチワークの作業を午前中のみ行っていたが、徐々に慣れていき作業時間を増やした。主な作業は、ポーチやフェルト小物製作をメインに行い、手順の説明にも理解は早く、手先の器用さもあり細かい作業を中心に行っていた。また、パソコンが得意で、包装用の台紙のデザイン等でアイディアを出すなど、作品の型紙を作成する。しかし、うみねこ幸房が就労移行支援事業に移行した後は、作業内容が変わり、体力を使う作業が増えたことや、パン作りに興味が持てないこと、また身体不調等の理由から徐々に欠席が増えてきた。H20年8月末にうみねこ幸房を辞めている。
【うみねこ幸房について】

　H20年8月末に青明舎に来所して「うみねこ幸房を辞めました。双柿舎を利用をしたので見学がしたいです。」と話し青明舎スタッフに同行して欲しいと話す。スタッフからは、見学の前にうみねこ幸房を辞めた理由について面談を行う。本人は、昔の作業は自分の興味のある手工芸であり、体力的にも大変ではなかったが、就労移行支援に変ってからは、体力を使う作業が多く疲労が溜まった。女性スタッフしかおらず、なかなか相談を行うこともできずにいた。パン作業もあまり興味が持てなかったと話す。職員からは、なぜうみねこ幸房を利用していたのか、うみねこ幸房に通えずに、双柿舎を利用してまた通えなくなったら、どうするのかと伝えているが、現実検討できずにいる。本人は1度双柿舎の見学をして自分に合っているかどうなのか考えたいと話す為、H20年9月9日に見学を行う事とする。

【双柿舎の見学】

　H20年9月9日に双柿舎の見学を行う。精神障害者通所授産施設「双柿舎」の施設長より、施設内を案内され、一通り作業の説明を受ける。説明の中で「今は旧法で運営をしているが、ゆくゆくは就労移行に移行して行く予定である。」と、説明される。本人は見学前は利用してみたいと話していたが、見学後は今利用をしても、移行した際に、作業が変ったりしてまた通えなくなったら不安であると話す。職員からは、双柿舎を利用し、うみねこ幸房でのような失敗を繰り返し自信を失うよりは、今できることを行い、自信を付けていく方が良いのでは伝える。デイケアの利用を提案する。

【今後について】

本人と今後について面談を行う。うみねこ幸房での失敗体験と双柿舎での見学を踏まえ、本人と振り返りを行い、現在本人に必要な事として、①基礎体力、②対人関係、③自信を付ける事の3点を目標として上げている。スタッフから目標の達成の為の場所としてデイケアの利用を提案し、本人は以前うみねこ幸房を利用していた方もいる為話せる人がいるから不安は少ないと言い、利用をしてみたいと話す。まずは、見学を行い、体験利用から始めることにする。

【本人との関わり】

定期的に面談の場を設け、就労に向けて今できることを本人と一緒に考え、振り返りや評価を通して問題点を明確にして段階を踏んだ支援を行っていく。


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	就労に向けて

・デイケアの利用
	・信頼関係を作り相談しやすい環境にする。

・定期的に面談を行い、現在できること・できないことを明確にする。

・各関係機関での情報を共有し把握する。

・デイケア利用までの調整を行う。

・デイケアの見学、体験利用の段階で本人へなぜ、デイケアを利用するのかを再度説明し納得してもらう。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：馬渡　道伸

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室
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本人





節夫氏（保護者）











真奈美氏


統合失調症








